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「情報教育支援士」のニーズ

学校教育での情報教育

⇒指導者不足・支援者不足

生涯学習での情報教育

「学童保育」

⇒指導者不足（放課後学習チューター）

「高齢者大学」「カルチャースクール」

⇒指導者不足

大学で支援者・指導者を育成



平成19年度文部科学省委託事業

「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」

●小・中・高等学校および生涯学習の現場で，情報教育の

 授業支援を行う

●情報システム担当専門員として教育施設のコンピュータや

 ネットワークの管理・運用の仕事を行う

「初等中等教育および生涯学習のための
 情報教育支援士養成プログラム」

 （H19年度～21年度）

情報教育支援士の役割

九州工業大学の取組



ICT支援の情報

全８科目修了後「情報教育支援士」の称号を付与

・学校ICT支援員として

 ・生涯学習でのICT指導

 員として

 →地域の情報教育に貢献

修了者

派遣

派遣依頼

小・中・高校・

 公民館等

情報教育に関心を持つ一般社会人
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活
躍

情報教育支援士養成プログラムの概要
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・計算機リテラシー

 
・プログラミング

・情報ネットワーク

 
・マルチメディア技術

・情報倫理

 
・教科教育法（情報）

・教師論

 
・・・以上７科目（各6時間×4日間）

＋情報教育支援実習

 
（各受講者32時間）

全
２
０
０
時
間

福
岡
県
・福
岡
市
，

 

飯
塚
市
，
嘉
麻
市

 

と
連
携



プログラムの実施内容

【受講対象】情報教育に関心がある社会人。（大学入学相当の学歴が必要）

【定

 
員】20名

 
＊H20年度の受講申込み者は155名

【達成目標】

①小・中・高等学校および生涯学習の現場で，コンピュータやネットワー

 クの基礎的な活用について，わかりやすく指導できる能力を身につける

②情報教育実施に必要なコンピュータやネットワークを適切に準備し，

 管理する能力を身につける

【実施期間】5月～12月（実習は9月～翌年2月まで実施）

 
（21年度まで）

【開講日時】土曜・日曜に開講（社会人に配慮）。授業は90分×4コマ。

【開講場所】情報工学部と福岡市天神の本学サテライト（同時中継授業）

【履修証明】所定の８科目修了で「九州工業大学情報教育支援士」の称号を

 授与

 
→

 
H20年度以降の修了者は，「特別の課程」の履修証明も授与



受講者募集
 http://www.josi.kyutech.ac.jp/

新聞各紙、Webページで募集：

H21年度：170名の応募

（平均年齢：49歳）

H19：25名

H20：155名
H20：170名



２会場を結ぶ同時中継授業

福岡市天神サテライト

飯塚キャンパス



情報教育支援実習

福岡県飯塚市および嘉麻市の教育長に、
小・中学校への実習受け入れの要請

両市の校長会，教頭会に情報教育支援実習の
内容を説明，受入れを要請

小・中学校や生涯学習

H19年度は約70件，H20・21年度は約80件実施

範囲：飯塚市，嘉麻市，福岡市の一部で実施



履修証明

大学での通常の講義と同様の成績の評価

５分の４以上の出席＋レポート、課題提出や
筆記試験を求める

⇒
 

専門家としての能力と質（企業派遣とは異なる）

九州工業大学最初で唯一の「特別の課程」として実施

学校教育法第百五条に規定する「履修証明書」を交付

「九州工業大学情報教育支援士」の称号



課題

「情報教育支援」を新たな雇用創出として確立で
きていない。

情報教育支援士（ICT支援員）養成のカリキュラムが確立され

ていない

強い学校現場の要望

国の施策（制度，経費）

地方の教育行政
教育CIOの

 指導力が必要



成果

一般社会人を対象に情報教育支援士
（ICT支援員）養成のモデルを創ったこと

小・中学校、生涯教育で情報教育の
支援システムを構築しつつあること

小・中学校、生涯教育で情報教育の支援
活動を行っていること

↓

情報教育力向上に貢献，全国のモデルへ
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